
３
第
１
号
の
家
内
労
働
者
に
係
る
最
低
工
賃
額
次
の
表
の
業
務
欄
、
品
目
欄
、
規
格
欄
及
び
工
程
欄
の
区
分
に
応

じ
、
１
足
に
つ
き
金
額
欄
に
掲
げ
る
金
額

業
務

品
目

規
格

工
程

（
下
記
の
工
程
を
全
て
行
う
場
合
）

金
額

革
の
種
類
型
及
び
デ
ザ
イ
ン

製
甲

紳
士
靴

牛
革
の
銀

付
き
又
は

ガ
ラ
ス
張

り

裏
付
き
、外
羽
根
、

無
飾
り
及
び
ひ
も

付
き

甲
革
の
縁
す
き
、
縁
折
り
込

み
又
は
テ
ー
プ
取
り
、
か
か

と
部
の
縫
い
ま
と
め
、
裏
張

り
及
び
縁
ミ
シ
ン
掛
け

928円

婦
人
靴
パ
ン
プ
ス

裏
付
き
、
無
飾
り

及
び
ヒ
ー
ル
付
き
甲
革
の
縁
す
き
、
縁
折
り
込

み
又
は
テ
ー
プ
取
り
、
え
ぐ

り
折
り
込
み
部
へ
の
補
強

テ
ー
プ
の
挿
入
、
か
か
と
部

の
縫
い
ま
と
め
、
裏
張
り
及

び
縁
ミ
シ
ン
掛
け

783円

シ
ョ
ー
ト

ブ
ー
ツ

裏
付
き
、
フ
ァ
ス

ナ
ー
付
き
、
は
ぎ

付
き
（
２
か
所
に

行
う
も
の
に
限

る
。）及
び
ヒ
ー
ル

付
き

甲
革
の
縁
す
き
、
縁
折
り
込

み
又
は
テ
ー
プ
取
り
、
上
縁

の
折
り
込
み
部
へ
の
補
強

テ
ー
プ
の
挿
入
、
フ
ァ
ス

ナ
ー
付
け
、
か
か
と
部
の
縫

い
ま
と
め
、
裏
張
り
及
び
縁

ミ
シ
ン
掛
け

1465円

サ
ン
ダ
ル
牛
革
の
地

生
裏
付
き
、無
飾
り
、

前
あ
き
、縁
折
り
、

バ
ッ
ク
バ
ン
ド
及

び
美
錠
付
き

甲
革
の
縁
す
き
、
縁
折
り
込

み
又
は
テ
ー
プ
取
り
、
裏
付

け
、
縁
ミ
シ
ン
掛
け
、
さ
ら

い
、
バ
ン
ド
穴
あ
け
及
び
美

錠
付
け

704円

令和年月日 火曜日 第号官 報
登
録
海
技
免
許
講
習
実
施
機
関
の
登
録
事
項
の
変
更
に
関
す
る
公
示

船
舶
職
員
及
び
小
型
船
舶
操
縦
者
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
四
十
九
号
）
第
十
七
条
の
五
の
規
定
に
基
づ
き
、

次
の
登
録
海
技
免
許
講
習
実
施
機
関
よ
り
登
録
事
項
の
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
十
七
条
の
十
五
第
二
号

の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

令
和
八
年
四
月
十
四
日

国
土
交
通
大
臣

金
子

恭
之

一

登
録
海
技
免
許
講
習
実
施
機
関
の
名
称

海
上
自
衛
隊
第
一
術
科
学
校

二

登
録
海
技
免
許
講
習
実
施
機
関
代
表
者
の
氏
名

（
変
更
前
）
学
校
長

小
杉

正
博

（
変
更
後
）
学
校
長

小
牟
田
秀
覚

三

変
更
年
月
日

令
和
八
年
三
月
二
十
三
日

登
録
船
舶
職
員
養
成
施
設
の
登
録
事
項
の
変
更
に
関
す
る
公
示

船
舶
職
員
及
び
小
型
船
舶
操
縦
者
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
四
十
九
号
）
第
十
七
条
の
十
九
に
お
い
て
準
用
す

る
同
法
第
十
七
条
の
五
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
登
録
船
舶
職
員
養
成
施
設
よ
り
登
録
事
項
の
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た

の
で
、
同
法
第
十
七
条
の
十
九
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
七
条
の
十
五
第
二
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り

公
示
す
る
。

令
和
八
年
四
月
十
四
日

国
土
交
通
大
臣

金
子

恭
之

一

登
録
船
舶
職
員
養
成
施
設
の
名
称

海
上
自
衛
隊
第
一
術
科
学
校

二

登
録
船
舶
職
員
養
成
施
設
代
表
者
の
氏
名

（
変
更
前
）
学
校
長

小
杉

正
博

（
変
更
後
）
学
校
長

小
牟
田
秀
覚

三

変
更
年
月
日

令
和
八
年
三
月
二
十
三
日

気
象
庁
防
災
業
務
計
画
の
修
正
要
旨
の
公
表
に
つ
い
て

災
害
対
策
基
本
法
（
昭
和
36年

法
律
第
223号

）
第
36条

第
１
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
気
象
庁
防
災
業
務
計
画
を
修

正
し
た
の
で
、
同
条
第
２
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
そ
の
要
旨
を
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

令
和
８
年
４
月
14
日

気
象
庁
長
官
野
村
竜
一

気
象
庁
防
災
業
務
計
画
の
修
正
に
つ
い
て

一
修
正
の
目
的

「
長
時
間
継
続
す
る
津
波
に
関
す
る
情
報
提
供
の
あ
り
方
検
討
会
」の
報
告
等
を
踏
ま
え
て
、所
要
の
修
正
を
行
っ

た
。

二
修
正
年
月
日
令
和
８
年
３
月
26日

三
修
正
の
要
旨

１
「
長
時
間
継
続
す
る
津
波
に
関
す
る
情
報
提
供
の
あ
り
方
検
討
会
」
の
報
告
や
令
和
７
年
７
月
の
カ
ム
チ
ャ
ツ

カ
半
島
東
方
沖
の
地
震
の
際
の
対
応
を
踏
ま
え
て
、
記
述
の
修
正
を
行
っ
た
。

２
火
山
調
査
研
究
推
進
本
部
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
等
を
踏
ま
え
て
、
記
述
の
修
正
を
行
っ
た
。

九
州
地
方
整
備
局
公
示

河
川
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
六
十
七
号
）
第
十
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
令
和
八
年
三
月
二
十

五
日
、
大
野
川
水
系
河
川
整
備
計
画
を
変
更
し
た
の
で
、
同
条
第
六
項
の
規
定
に
基
づ
き
公
表
す
る
。

令
和
八
年
四
月
十
四
日

九
州
地
方
整
備
局
長

垣
下

禎
裕

労

働

最
低
工
賃
の
改
正
決
定
に
関
す
る
公
示

東
京
労
働
局
最
低
工
賃
公
示
第
１
号

家
内
労
働
法
（
昭
和
45年
法
律
第
60号
）
第
10条
の
規
定
に
基
づ
き
、
東
京
都
革
靴
製
造
業
最
低
工
賃
（
令
和
５
年

東
京
労
働
局
最
低
工
賃
公
示
第
１
号
）
の
全
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
決
定
を
し
た
の
で
、
同
法
第
12条
第
１
項
の

規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

令
和
８
年
４
月
14
日

東
京
労
働
局
長
増
田
嗣
郎

東
京
都
革
靴
製
造
業
最
低
工
賃

１
適
用
す
る
家
内
労
働
者
東
京
都
の
区
域
内
で
革
靴
製
造
業
に
係
る
業
務
に
従
事
す
る
家
内
労
働
者

２
適
用
す
る
委
託
者
前
号
の
家
内
労
働
者
に
前
号
の
業
務
を
委
託
す
る
委
託
者

関
東
地
方
整
備
局
公
示

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
三
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の
占
用
を
制
限
す
る

区
域
を
指
定
す
る
こ
と
と
し
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
八
年
四
月
十
四
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
八
年
四
月
十
四
日

関
東
地
方
整
備
局
長

橋
本

雅
道

道

路

の

種

類

一
般
国
道

路

線

名

十
八
号

占
用
を
制
限
す
る
区
域

区

域

備

考

千
曲
市
大
字
杭
瀬
下
字
東
沖
五
六
番
二
か
ら
同
市
大
字
杭
瀬
下
字
東
沖
三
七
番
四
ま
で

制
限
の
対
象
と
す
る
占
用
物
件

新
た
に
地
上
に
設
け
る
電
柱
（
占
用
の
制
限
の
開
始
の
期
日
よ
り
前
に
占
用
を

認
め
ら
れ
た
電
柱
の
更
新
又
は
移
設
に
よ
る
も
の
を
除
く
。）

た
だ
し
、
電
柱
を
地
上
に
設
け
る
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
り
、
当
該
道
路
の

敷
地
外
に
直
ち
に
用
地
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合

は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

占
用
を
制
限
す
る
理
由

緊
急
輸
送
道
路
の
占
用
を
制
限
す
る
こ
と
に
よ
り
、
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に

お
け
る
被
害
の
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
。

占
用
の
制
限
の
開
始
の
期
日

令
和
八
年
四
月
十
五
日

図

面

縦

覧

場

所

関
東
地
方
整
備
局
及
び
同
局
長
野
国
道
事
務
所


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